
 

国
総
（
現
） 

表
現
の
窓
６ 

資
料
を
も
と
に
文
章
を
書
こ
う 

① 

組 
 

 

番
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）  
✿
目
標
✿ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

・
着
眼
点
に
基
づ
き
資
料
を
正
確
に
読
み
取
り
、
読
み
と
っ
た
情
報
を
箇
条
書
き
で
記
す
。 

 

・
読
み
取
っ
た
情
報
か
ら
考
え
た
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
。 

  

グ
ラ
フ
の
基
本
的
な
要
素 

①
グ
ラ
フ
の
タ
イ
ト
ル
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

】 
 

 

②
グ
ラ
フ
の
種
類
【 

 
 

グ
ラ
フ
】 

 
 

 

③
調
査
年
月
日
【
平
成 

 
 

年 
 

 

月
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

④
出
典
【 

 
 

 
 

 
 

】 

 

⑤
調
査
対
象
【 

 
 

・ 
 

 

・ 
 

 
 

 

・ 
 

 
 

 

・ 
 

 
 

 

の 
 

歳
か
ら 

 
 

歳
】 

⑥
項
目
【 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

】
な
ど
十
項
目 

 

グ
ラ
フ
を
読
み
取
る
際
の
着
眼
点 

❶
「
【 

日
本 

 

】
が
何
番
目
か
」
に
着
目
す
る
。
（
特
に
一
位
、
最
下
位
の
と
こ
ろ
） 

❷ 

【 

ア
ジ 

ア 

】
と
欧
米
を
比
較
す
る
。 

❸ 

グ
ラ
フ
の
【 

落
差 

 

】
が
大
き
い
も
の
に
着
目
す
る
。 

 



 

（
１
）
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
メ
モ
し
よ
う 

三
つ
の
着
眼
点
に
基
づ
き
グ
ラ
フ
を
正
確
に
読
み
取
り
、
読
み
取
っ
た
情
報
を
箇
条
書
き
で
記
そ
う
。 

着
眼
点
❶ 

      

着
眼
点
❷ 

    

着
眼
点
❸ 

      
 

 
 

（
２
）
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
を
整
理
し
よ
う 

読
み
取
っ
た
こ
と
同
士
を
組
み
合
わ
せ
た
り
比
べ
た
り
し
て
、
特
に
気
に
な
っ
た
情
報
を
記
そ
う
。 

       （
３
）
デ
ー
タ
を
も
と
に
考
え
た
こ
と
を
書
き
記
そ
う 

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
っ
た
こ
と
、
分
か
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
た
自
分
の
意
見
を
書
こ
う
。 

     

※
推
測
や
意
見
は
、
文
末
表
現
を
「
だ
ろ
う
」「
考
え
ら
れ
る
」「
思
う
」「
す
べ
き
だ
」
な
ど
し
よ
う
。 

 

✿
振
り
返
り
✿ 

・ 

着
眼
点
に
基
づ
き
資
料
を
正
確
に
読
み
取
り
、
読
み
と
っ
た
情
報
を
箇
条
書
き
で
記
す
こ
と
が
で
き
た
か
。 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

・ 

読
み
取
っ
た
情
報
か
ら
考
え
た
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
か
。 

 
 

 
 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

・ 

反
省
・
感
想
（
２
文
以
上
） 

  



 

国
総
（
現
） 

表
現
の
窓
６ 

資
料
を
も
と
に
文
章
を
書
こ
う 

② 

組 
 

 

番
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

） 

   

✿
目
標
✿ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

・
読
み
取
っ
た
情
報
（
客
観
的
事
実
）
と
、
自
分
の
意
見
を
区
別
し
て
書
く
。 

 
 

 

・
例
を
参
考
に
し
て
、
二
段
落
構
成
で
三
百
字
程
度
の
意
見
文
を
書
く
。 

   （
４
）
資
料
を
も
と
に
、
文
章
に
ま
と
め
よ
う 

  

プ
リ
ン
ト
①
に
メ
モ
し
た
内
容
を
、
二
段
落
構
成
の
ま
と
ま
り
の
あ
る
文
章
に
し
て
み
よ
う
。 

 

一
段
落
目 

： 

グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
っ
た
情
報 

…
… 

プ
リ
ン
ト
①
（
２
） 

二
段
落
目 

： 

自
分
の
意
見 

…
… 

プ
リ
ン
ト
①
（
３
） 

 

※ 

読
み
取
っ
た
情
報
に
つ
い
て
、
す
べ
て
を
書
く
必
要
は
な
い
。 

   《
例
》 

 

第
一
段
落
（
読
み
取
っ
た
情
報
） 

「
学
校
に
通
う
意
義
」
国
際
比
較
の
グ
ラ
フ
か
ら
、
日
本
で
は
「
〇
〇
」
に
つ
い
て
、
・
・
・
と
い
う
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

さ
ら
に
、「
◇
◇
」
に
つ
い
て
は
―
―
で
あ
る
。
一
方
、
～
～
と
い
う
こ
と
も
わ
か
る
。 

 
 

第
二
段
落
（
意
見
） 

 
 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
・
・
・
だ
と
考
え
る
。
今
後
△
△
だ
と
予
想
さ
れ
る
。
…
…
す
べ
き
で
あ
る
。 

     

＊
注
意
＊ 

・
段
落
の
初
め
は
一
字
空
け
る
。 

・
大
き
く
丁
寧
で
濃
い
文
字
を
書
く
。 

・
常
体
（
～
だ
・
～
で
あ
る
）
で
統
一
し
て
書
く
。
小
論
文
で
は
、
敬
体
（
で
す
・
ま
す
）
は
用
い
な
い
。 

・
一
人
称
は
「
私
」
を
使
う
。「
僕
」
や
「
自
分
」
は
使
わ
な
い
。 

・
話
し
言
葉
、
若
者
言
葉
、
省
略
語
は
使
わ
な
い
。 

・
接
続
詞
（
し
か
し
、
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
う
え
、
そ
の
た
め
、
た
と
え
ば 

等
）
を
効
果
的
に
使
う
。
※
「
な
の
で
」
は
接
続
詞
で
は
な
い
。 

・
「
～
か
も
し
れ
な
い
。」
「
～
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
な
ど
、
あ
い
ま
い
な
表
現
や
他
人
任
せ
な
願
望
は
書
か
な
い
。 

     



 

                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        

３００
字 

     

 

✿
振
り
返
り
✿ 

① 

読
み
取
っ
た
情
報
と
、
自
分
の
意
見
を
区
別
し
て
書
く
こ
と
が
で
き
た
か
。 

 
 

 
 

 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

② 

例
を
参
考
に
し
て
、
二
段
落
構
成
で
三
百
字
程
度
の
意
見
文
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
か
。 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

③ 

反
省
・
感
想
（
２
文
以
上
） 

 

  

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       

                       


